
 

 

 

 

 

 

 

博報堂ＤＹグループ「ショッパーマーケティング・イニシアティブ🄬」 

店頭系データによるトレードマーケティング分析ソリューション 

「配荷方程式™」を提供開始 

～小売店における消費財メーカーの配荷力向上をめざすプラニング手法を開発～ 

 
株式会社博報堂（本社：東京都港区、代表取締役社長：水島正幸）をはじめとするグループ 9社横断の

戦略組織「ショッパーマーケティング・イニシアティブ🄬」は、購買データ等店頭系データを統合的に分析

し、小売店における消費財メーカーの売上成長をめざすトレードマーケティング分析ソリューション「配

荷方程式™」を開発し、提供を開始いたしました。 

 

 消費財メーカーをとりまく環境は、新型コロナウイルスによる生活様式の変容、原材料費の高騰、円安

といった想定外の収益変動によって不透明さが増し、それらの懸念からより売上に直結しやすい施策への

ニーズが高まるようになりました。その結果、消費財メーカーでは生活者と接点が多い小売店における販

促活動を重視する傾向が強くなり、配荷力（自社商品の小売売上高）を向上させるための販促活動の見直

しが行われています。しかし配荷力を左右する要因を分析するための購買データ等店頭系データを定量化

しきれていない、統合的な分析を行うことまで自社で実行できていない、といった課題が多く聞かれまし

た。 

 

今回開発した「配荷方程式™」は、複数の購買データ等店頭系データを活用し、統合的に分析をおこな

います。配荷力を左右する、“販売店率”、“棚割におけるカテゴリー内の優位性”、“店頭における棚

割実現率(棚割が実際に各店舗においての実現度合い)” 、“価格優位性”といった要因について、改善

箇所を抽出し、配荷力の向上をめざします。 

 

 

＜配荷方程式™＞ 
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店頭接点に強みを持つ博報堂グループのセレブリックスのラウンダーが小売店の店頭データを収集し、

博報堂のデータサイエンティストが、収集した店頭データから POS データまでをひとつなぎとした統合的

なデータについて機械学習などを用いて高度な分析をおこないます。その結果をもとに対象商品の売場起

点の課題や、小売店の定番棚において自社ブランドが売上に与える影響度合いはどの領域の指標が高いの

かを算出し、改善箇所を抽出します。また改善によりどの程度の売上向上が見込めるのかシミュレーショ

ンが可能となります。これらの分析結果にもとづいて博報堂プロダクツが最適な店頭設計を行います。 

 

提供開始に先駆けて、大手ドラッグストアチェーンに対して大手トイレタリーメーカーと共同で実施した

ヘアケアカテゴリーにおける「配荷方程式™」の実証実験では、本分析を通じて、消費財メーカーのカテゴリ

ー及び自社ブランドの配荷力の向上につながる様々な示唆を得ることができました。 

 

  ●  売上寄与率のうち、自社ブランドにおいては棚割実現率が全体の 42％を占めており、自社ブランドに 

   とって一番重要なファクターであることが分かった。（下図参照） 

● 棚割の陳列位置がずれている店舗は、棚割通りに陳列している店舗と比較して、約 2割も売上が低い

水準に留まっていた。 

● 販促資材の中でも“香りテスター”設置店の売上が高い傾向にあった。しかしながら、当該ブランド

の“香りテスター”の設置率は 31％で、競合ブランドと比べて低い状況であった。 

● 価格販促において、詰め替えパッケージの通常サイズと 2倍サイズ、それぞれの価格販促実施時 

の効果をみたところ、2倍サイズだと値下げ率以上に販売数量が伸び価格弾力性がプラスとなった

が、通常サイズについては値下げ率以上に販売数量が伸びていないことが分かった。これらの結果か

らターゲット層によって価格感度が異なるのではないかという仮説を立てられた。 

 

  
 このようないくつかの示唆から、消費財メーカーとしてとるべき優先的な店頭改善アクションを導くこと

につながりました。今後も、製販一体で配荷力向上をめざした継続的なソリューションを提供していく予定

です。 

 

 



ショッパーマーケティング・イニシアティブ🄬では、これからも広告主の売上最大化を可能とするさまざま

なソリューションを開発・導入し、ブランドマーケティングとトレードマーケティングの両面から事業目標

の達成に貢献してまいります。 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

株式会社博報堂 広報室 中田・江渡 TEL:03-6441-6161 e-mail: koho.mail@hakuhodo.co.jp 

 

＜博報堂ＤＹグループ「ショッパーマーケティング・イニシアティブ🄬」について＞ 

 

            

https://smi-wow.jp/ 
 

ショッパーマーケティング・イニシアティブ🄬は、「HAKUHODO DX_UNITED」傘下の博報堂ＤＹグループ 9社*

横断の戦略組織です。9社が有する専門機能と各領域のスペシャリストを結集し、“ひとつながり”のチーム

として有機的に実行します。リテール DX（小売/店舗における DX）、コマース DX（購買接点の DX）、デジタル

販促、リアル販促、ショッパーマーケティングデータ活用等の各対応領域で、流通/小売/メーカーのビジネ

ス成果や売上拡大に貢献し、ショッパーの課題ファーストで生活者に新しい買物体験（＝WOW!）を提供する

「価値創造型の次世代ショッパーマーケティング」をワンストップで提供いたします。 

 
*ショッパーマーケティング・イニシアティブ®は博報堂、博報堂ＤＹメディアパートナーズ、博報堂ＤＹホールディングス、

デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム、博報堂プロダクツ、博報堂ＤＹアウトドア、セレブリックス、エクスペリエ

ンス D、バックスグループの 9社で構成される戦略組織。 

  

・ショッパーマーケティング・イニシアティブ®は、株式会社博報堂の登録商標です。 

 

＜配荷方程式における博報堂ＤＹグループ各社の専門機能と当組織での役割について＞ 

・株式会社博報堂：プロジェクト統括／全体戦略立案／全体買物体験設計 

・株式会社博報堂プロダクツ：「店頭」に特化した部門を中心に、従来の販促物制作に加え最新のデジタル 

技術を用いた店頭の DX 化、様々なデータ活用を活用することで最適な場所、タイミングで、最適な情

報を提供する店頭最適化ソリューションを提供 

・株式会社セレブリックス：販売スキルの高い人材を育てる教育プログラムや、店頭販売支援サービスを 

提供 

 

・配荷方程式™は特許出願中、商標登録出願中です。 

https://smi-wow.jp/

